
歯援診の施設基準を辞退するつもりの医療機関 及び

歯科訪問診療料の注13に係る施設基準を未届の医療機関
の皆様へ

訪問診療において、訪問診療料を算定するためには、自院が訪問診療専門

の歯科医療機関でないことが前提ですが、その施設基準（歯科訪問診療料の

注13に係る施設基準）を届出ておく必要があります。

現在は、歯援診２の医療機関で、2018年４月から2020年３月の間に歯援

診１または歯援診２の再届出をしていない医療機関は、２年の経過措置が切

れて、４月以降、歯援診の医療機関でなくなりますが、同時に、歯科訪問診

療料の注13に係る施設基準を未届の医療機関と同じ扱いになります。

歯援診２の医療機関でなくなったとしても、４月以降、訪問診療をする機

会はあるでしょうから、歯科訪問診療料の算定のために、必ず歯科訪問診療

料の注13に係る施設基準を届出るようにお願いします。

添付書類等の様式については、同封の保団連発行「2020年改定の要点と

解説」の当該ページを参考にして下さい。


